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止作用に関する実験を企図した｡蒸案件の轄板菌発育F且止に関する研究は-EくはKochVilmenを初(1L-I) (3) (4) (5)(6)(7)(8) (9)(10) (l)
めとし､P.AlweipW.AColieruY.Nitta,HermanStadler佐藤,遠藤, 米沢,水野,八谷等,(】･1) (13)
北香等,中尾 の研究等があるが, 共等の実験に於ける使用物質に裁ても叉実験方法に関しても､未だ





1｡ ｢デッキグラス｣法｡ 人及鳥型常の1mglc.C.の均等浮遊液を作 り､滅菌せる ｢デッキグラス｣
吃-白金耳づつ平等に塗布し卵紺口許内で乾燥せしめる｡ 一方被検有機化合物の一定量を滅菌綿花に施
し､ 之を滅菌 ｢シャ-レ｣中に静遺して ｢シャ-レ｣中に被槍化合物の宝過飽和蒸菊を充満せしむ｡
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なる如 く作製した ｢ビペツ 日 を用い､被検物質を天試験管乃至 ｢コルベン｣中に滴下したる後､｢ゴ




実験成績 億づ ｢デッキグラス｣法に依れば ｢クロロホルム｣､ ｢-チ～ルエーテル｣､ ｢蟻駿エ
チル｣､ ｢エチレンクロールヒドリン｣､ ｢ピリジン｣の蒸束は人型菌に対し非常に張力な殺菌作用
があり､ ｢酢酸エチル｣､ ｢酪酸メチル｣､ ｢イソプロピルアルコール｣､ ｢プロムベンゾ-ル｣が
之れに次ぐ｡ 蘭余の物質の蒸束 もいづれ も多少の殺菌作用を示してゐる｡ 鳥型菌に対して も ｢クロ
ロホルム｣､ ｢蟻酸エチル｣が最張力で ｢ピリジン｣､ ｢ヂオキサン｣､ ｢クロルベンゾール｣､ ｢
プロムベンゾ-ル｣､ ｢ヨー ドベンゾ-ル｣､臭化 ｢エチル｣､ 酷酸 ｢メチル｣､二塩化 ｢エチ レン
｣､四塩化衆素､ ｢ニトロメクン｣､ 顧酸 ｢エチル｣の順となるが蘭余の物質にも多少の殺菌作用は
認められるO 二重試験管法で人型菌に関しては実験例少いが､ ｢ブチルアルコ-ル｣に発育阻止作用
を認めた｡ 鳥型菌に対しては､ ｢ニトロメタン｣､ ｢ビ1)ジン｣の発育阻止作用強 く､之に反 し ｢ク
ロロホルム｣､ ｢エ-テル｣は割に弱い｡ 此の結典は ｢デッキグラス｣法による殺菌力試験の経典 と
は一致 しないO 大腸菌､葡萄状球菌に対する抗菌作用は二重試験管法のみを行ったが､使用せる12棟
類の溶剤のうち ｢エビクロルヒド1)ン｣に妻覇著な;籍育阻止作用を認める｡ 之に反し結核菌に対し強力
な発育阻止作用を発揮した ｢ビ1)ジン｣､ ｢エトロメタン｣等が大腸菌や葡萄状球菌には余 り強い発
育阻止作用を示してゐない｡即ち溶剤の蒸菊の抗菌作用は被検宙の種類により異ることが分る｡
考 察 人型鳥型両結核菌に対する ｢デッキグラス｣法による殺菌作用は犬体よく一致 し､一方に
強い物質は他方にも張い様な結果が得られた｡ しかるに二重試験管法によって鳥型結核菌に対する発
育阻止作周を検した結果は､ 殺菌作用の張い物質の茶寮は発育阻止作用も張力な場合 もあるが､又必
ずしも然 らざる物 もあることが知られたO 更に結核菌以外の大腸菌､葡萄状球菌を用いて検査してみ
ると､此の関係は更に明渡にな t)､ 結核菌に対し張力なものが必ずしも大腸菌や葡萄状球菌に対 し張
力であるとは云-ない事を知った｡-神々 ｢デッキググラス｣法による硬菌作周検査は望過飽和蒸幕を
用うるのであるか ら蒸菊圧の著しく高い ｢--テル｣ や ｢ク｡ロホルム｣が張力に現はれるのは或は
当然か も知れないO -方左程蒸素庄の高 くない-のに殺菌力の強い ｢ピ1)ジン｣や ｢ニトロメタン｣は
其物本乗の鏡菌力が張いことを示すと考- られるo 比の事実は二重試験管法によって ｢ビ1)ジン｣や
｢ニトロメタン｣が夫妻握り張力であることによって裏書される｡
第 2薫
緒 言 従来軍勢性物質蒸葉の殺菌作用に関する研究は第 1第緒言に述べた如'(必ずしも少 くはな
いが極めて碍性な二重鷹合を有する高富合性化合物に関する研究は:皆無である｡最近アメ1)カのGeig-(】4)
erandConnは各種抗菌性物質の研究かち 0-C-C-C- なる原子閲が抗菌作用の本態な りと架推
した｡ この原子団と高富合性物質たる ｢ゲイ-ル ･ヴイ-.)ヂン｣系単量体(CI‡ヱ-Cく苦)の構造を
比重交すると活性な二重結合を存する点に於て一一致してゐる｡ か くの如 く高富合性物質の中には優れた
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抗菌作用を有する物質の存在することが想像せ られる｡ 一方辻等はかかる研究 とは全 く無関係に茎洞
充塞術なる治療法を実施中､合成桂川旨単量体に可成 りの抗菌作用の存する如き所見に遭遇した｡ 之がtl,u
｢ヒンり となってさきに 安平 等は高富合性物貢数稜欝に就てその蒸束棒としての各;匝細菌に対する






Hが CIもV_置換 された ｢メタアク l)ル｣系のものはやや作用が劣ることが認められるo 併 し此の ｢メ
タアク 1)ル｣系化合物にしても却 ノ々張力であるO 酷酸 ｢ヴイ--ル｣､ ｢メチルイソプロべ -ルケ ト
ン｣の島埋菌に対する作問はむしろ驚異的である｡ 重合性はないが ｢デイエチルア ミン｣の張力な事
も興味がある. 二重試験管法では､耐酸 ｢ゲイニール｣､ ｢メチルゲイニールケ lン｣､ ｢アク1)ル
-TJ)}L,｣黄張力にして ｢アクl)ル｣酸 ｢メチル｣之に次 ぐ｡ ｢メチルイソプロべ - ルケ トン｣ も享棋
力である｡ ｢ア 1)ルアルコ-ル｣ も非常に張力であるが之は重合性を有する ｢アクロレイン｣を混じ
て居った馬であるか も知れないが尚吟味を要する｡ ｢デイエチルア ミン｣は二重■試験管法でも張力で
ある｡ 大腸菌､ 葡萄状球菌に対しては結核菌に対するより作用が弱い棟に見う けられる｡ 殊に酷酸 ｢
ヴイニール｣､ ｢メチルゲイニールケ トン｣の如き結核菌に対 し甚だ張力であった物質が極めて弱い
抗菌作用しか示 さなかったが之は ｢アクリルニト1)ル｣が 依然 として張力であったことと対比して甚
だ興味深い｡
考 察 高富合性物質の蒸菊は ｢デッキグラス｣法､二重試験管法の同実験方法に依 り結核菌に対
する強い抗菌力があることを証明した｡ 但し此処に考慮しなければならないのは二露試験法の際の蒸
菊の培地に対する影響であるo 之を吟味する鴬余は次の実験を行った｡即ち一度二雷試験管法で菌の
発育を見なかった岡 ･片倉 及 ｢グ 1)セl)ン｣培地に再度菌を植えたところ菌の発育が非常に阻止 され
る事を認めた｡ 次に培地に比等の蒸菊のみを数時間作用させた後菌を植えてみても菌の発育が制限さ
れ遅延することが判った｡而 して此等の場合強力な蒸菊に接 した培地など菌の発育 も悪い棟であるO
即ち蒸宗が培地に作周して変質せしめたであろう事は想像 され るが､ 同時に菌にも作用した事は ｢デ
ッキグラス｣法の成績を参照して毒辞を入れない｡ ただ此馬に之等高富合性物質の賞の茄菌作用を正確
に知る事を得ないのは遺憾である｡倍此等の場合に於ても第1篇■に認めたと同様に同一物質でも被検薗
稜の異なるに提払必ずしも同株の抗菌作用を示 さない事が､ 例へば酉琵酸 ｢ゲイニ- ル ｣ や ｢メチルゲ
イ--ルケ トン｣の如き結核菌に対 し 甚だ強力な物質が大腸菌や葡萄状球菌には左程でない事によっ
て知 られた0
第 3篇









実験方法 策1匿流動 ｢ガス｣吸入実験は図示さる如き装置によt)行った｡ 供試動物としては体質
10瓦の ｢マウス｣を用ひ-実験5世の中の死亡動物の数を以て毒性判定の指梼とし更にそれらの動物の
拷臓韓の組織学的検査を併せ行って毒性を判定した｡ 此の方法では ｢ガス｣濃度は宝週に依 り左右さ
れて一定に為し難いが 辻 の捷唱する ｢ガステラビ-｣の追究の虜には此の方津が最 も目的に合致する
わけである｡ 第2に静止 ｢ガス｣吸入実験は内容約5立の ｢ガラス｣容器の中紅 ｢マウス｣を入れ ｢ビ
ペツH より被槍物を一定量滴下して矯閉し容器の底を温めて被拾物を坪等芭せしめた後観察する0第3
実験としては ｢ガス｣吸入によるのでなく 被検物の一定量の ｢マウス｣腹腔内注射により生存日数を
指標とする毒性判定を行った｡
実験成績 流動 ｢ガス｣実験に依れ恵一一膳に ｢マウス｣は初め幾分運動興奮するが漸次静止得撫し
一時呼吸速進し後､漸次呼吸数王威少して死す｡ ｢アクリルニトリル｣､ ｢メタアク1)ルニト1)ル｣で
は四肢の埴揚性軽挙及張密性痩撃を超し ｢スチロール｣では前肢或ひは後肢肢輝が見られるo 静止 ｢
ガス｣の場合の症状も天体流動 ｢ガス｣の際のそれと略同様であり､ 成績も大体平行し酪酸 ｢ゲイエ
ール｣､ ｢メチルゲイニールケトン｣､ ｢アク1)ルニト1)ル｣の順に張力であるO腹腔内注射による
毒性実験の結果は ｢メチルゲイニールケ トン｣の毒性最も張 く､ ｢アクリル｣酸 ｢メチル｣､耐酸 ｢





考 察 流動及静止 ｢ガス｣吸入実験を通質して薦酸 ｢ゲイニール｣. ｢メチルゲイニールケ下
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膳 及 気 道疾 忠殊 に肺 結 核 に封 す る
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本報告に於では､ 定量的啄疾検査を行いつ 1英一施した ｢ガス｣療法の其後の成韓に就て述べたいO
昭和23年7月より昭和24年4月迄に ｢メチ-ルメタク1)レーり 19例 及び ｢土チ-ルメタク1)レ-
ト｣7例の臨界観察を実施したo





用は ｢メチ-ルメタク1)レ- H よりや と弱 く､ 二重試験管法による発育阻止作用は ｢メテール｣よ
りも天分劣るO 毒性は京大薬理学教皇森田学士の実験によれば ｢メチ-ルメタク1)レー 日 に略等し
